


紅、田m跡の昭和55年度発掘調査は、第 2次 5か年計画の第 2年次として、政庁域北東地区を中

心に、第31次~第37次発掘調査を実施し、多大な成果をおさめることができました。

ここに発掘調査の概要を刊行するにあたり、御指導、御鞭控を賜わっている顧問、文化庁等の

関係各位に深甚の謝意を申し述べます。

昭和 56年 3 月 31日

秋田県教育委

教育長
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l を編集方針とし、

とおり分担し、

しら あたった。

作成にあたり、 e 村田

河3@4。 小西秀典 夏ヲ V.V司1a2ヲ['{。 竹協力した。

村昭雄礼宮， y望。

2 本年報と既報の記述とに相違がある場合は、本年報を正確なものとする。

3 発掘調査および整理 a 概要作成にあたって、顧問@文化庁。奈良国立文化財研究所のほか、

宮城県多賀城跡調査研究所および下記の方々から指導助言等の御協力をいただいたので、

して感謝の意を表したい。

{出北町投場 伊藤喜四郎@後藤八郎布佐藤久之助@竹村隆雄@

後藤千代松 e 後藤陵太郎場竹村省吾@斉藤龍太郎@高橋満男 作業員 大河喜栄@茂木福太

郎@杉沢毅@越後耕一@菅原道明 e 後藤一三@菅原龍助@菅原謙蔵。高柳竜太郎窃高橋市三

郎@山崎定之助。越後谷興一@越後谷哲也@森川喜之助 土地所帯者高梨王進会第九支部

(代表後藤清治) .戸沢龍悦。高橋市三郎@後藤柾良@後藤繁@後藤清

直後藤正@佐々木義註千知村教青委員会高橋弘@藤嶋辰治明治大学生挽野実之

4 土色の記載については、小山正忠 a 竹原秀雄編著『新版標準土色帖j] (1976. 9)を参

考にした。

5 実測図;士、国土調査法第X座探系を基準に作成した。詳細は f払国語llt跡調査事務所年報

1977Jを参照されたい。



員 次

I はじめに

E 調査計画と実績 …・一-…ー・…一・・…・………一…・…………・・・・……・・……・……・・…-一… 2 

ヲ

3

つ
ム
ハ
O

Q

0

0

0

1

i

Q

U

1

i

つd
F

h

d

ハV

E
〈

1

i

1

4

1

ょ

1
ム

り

ん

円

。

p
h
U
F
h
u

に
U

F

O

習活連関、片」

査

査

及

一

調

調

普

掘

拐

の

発

発

果

次

次

成

円。ゥ
i

¥

ヌ弘

司

ο

円
。

-72

第

第

調

m

m

E

X

 

自 第31次発掘調査

N 第32次発掘調査

V 第33次発掘調査

\~ 第34次発掘調査

VII 第35次発掘調査

1 調査経過

2 発見遺構

3 出土遺物

4 主主

6 



表 日 次

第 1表 発掘調査計画表…・…ー…・・・…・………-…………………………・・・……………… 2

2事発掘調査実績表…ー……・……・……………………………………………………… 5

3表 火山灰混入土旗一覧・・・……ー…・・……・……・…一-一一……………・…ー・・・…-…・一....32

第4表 思客十県出十一監・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一.....一….............................................50

帰図目次

第 1図 払田櫛跡発掘調査地域図一・・……・………・一……・一一・珊ー……・…・……………一一… 3

第2図 第31次発掘調査地形図一・………・…・…ー…・・…・・・・ー…・……-……・・…………・・…・ 5

第3図 第31次発掘調査実測図………・…ー……一……一-一…-一…・……・・……-一....・ H ・..…..6

第4図 北壁土層図一一…・一一-……一....…………………・…ー・・…・………・・・………………・・・ 7

第5図 第32次発掘調査地形図…・・…-……-……一……一一一一…………ー・…・…・……一・… 8

第6図 第32次発掘調査遺構配置図………・…一一..……一一……・……・…・……・ー……ー…… 9

第7図 東控@北壁土層図…………………………・・……・・…ー・…・………一……ー………....9 

第8図 S B320建物実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・...............10

第9図 S B320-1建物実測図・一一・…・…………・……一........……・・…...…-一一……一一-一10

第10図 第33次発掘調査地形図……・・・………・…・・一……・……・ー……ー…・・…ー……一…-…..12

第11図 第33次A地区発掘調査実測図…………-一…・……ー………ー……………………..13

第12図 A地区南壁土層図・…ー…-一………………ー……一一……・・………ー…-一……...・…14

第13図 第33次B地区発掘調査実測図…ー………・・…・…・・…・……・ー…………・・・…・…一・一一・14

第14図 B 地区東壁土層図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…..............1..・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

第15図 第34次発協調査地形図ー……ー・…・…・……ー…・・・・一一一一…一一一……・・……一-…..16

第16図 第34次発掘調査実測図一・………ー・・…ー・…一一一一一・・・・……………ー…ー…-…一・・一一・17

第17図 西壁土層図.......................................................................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

第18図 政庁地区地形図……，…ー……………...……ー…・・一一……・…-…一'一"司一一..一ー一一...19

第四図 第35次発掘調査遺構配置図・……………・・・…一……・ー……………一....…...……・…..20

第20図 KA~KF 東壁土層図....一-・・ー・・・・…・・・…・・・...…"， t" …...ぃ.""""・…..…-…....一一 .21



第21図 S B330建物実測図 …一・…一一-……-一一・・ー・・・……一..…・…・・…ー…・・・・・…・ー……一22

第22図 S B330A ・B… 5建物実nllJ図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.22

第23図 S B370建物実誤IJ図....一一一一-一.....…・一…・ー……………・…ー……一....…-一…......23

第24区I S B 370-3. S B 380-1 • 2建物実測図...................................................23

ー.24

・・・・24

第25図 SB370A • B-8 

第26図 SB370A • B 9 

第乙7図 S B380建物実視IJ図・・

第28国 S B380-4建物実測図-一

.24 

-・・.24

第29図 S X363 .368工房跡実測図・・・・・・・・・・ 7・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.25

第30図 S X363工房跡内柱穴実視IJ図…・・・…・一一.....一一一…一一一一一…………・…・…ぃ・一一26

第31図 S X363工房跡内焼土 1実視IJ図....一…..........一一一一-一…・……・・…ー…・…・ー・・・…..26

第32図 S X383焼土実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27

第33図 S X368B工房跡内柱穴実測図…・ー…・ー…・・一一……・…一一…・…・・ー・・…・・・…'"一一.27

第34図 S D123 • 138溝実浪IJ[豆..................................一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28

第35図 S D139 • 142. 143溝実測図 ..........................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・*・・・・・・・・・29

第36図 S D123 . 187、碍実測図・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

第37図 土境配置図・ー・・….....一・…一-一一....…・一…一……・ー…ー …・…ー・…一-一……一一......31

第38図 S K327土境実測図- つωηο 

第39図 S K334土塊実測図 .................................................................................34

第40図 S K335 • 336 • 337土1i鹿実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一......・・・・・34

第41図 S K346 .347土掠実誤IJ図...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........一................................・35

第42図 S K353土境実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一一.....................・・・・・・・・・・・・・・・・35

第43函 S K355土塊実測図...................一..........一................................................35

第44図 S 1331竪穴住居跡実測図…・一一-一一一…一..一一一一-一…・…一.....…・・…一一・・……・・・…37

第45図 S 1332竪穴住居跡. S X338実測国............................................................38

第46図 S X363工房跡出土土器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40

第47図 S X368工房跡出土土器 .......一........................................................，・・・・・・・・・41

第48玄J S D143溝出土土器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.........................一.................・・・・・・・・・・・・・・・・42

第49図 土境出土土器....…・・・・…・・・・・・…一....一一・・・・・・・・・…・……・・・・一一一一......…ー……...43

tr~50図 S 1331竪穴住居跡出土土器 -・・44

第51図 S 1332竪穴住居跡出土土器 一……一....……・……………………・・…・ぃ一一………45

第52図 S X326出土土器 …-…..…・・…ぃー………・・・…・…，・・……・.，……… H ・…・・・…・.，..….46



第53図 出土遺物①………一……・…・・・…....・ H ・..…・・………一…・… H ・H ・-…….........…・…47

第54国 出土遺物②…・ υ ・ー……………一一一…・…一……一…………一…一…・・・……・…・……48

第55図 出土遺物③・・・…………………一・・…・……… H ・H ・-…・…………・…・・・…・・…………..49

第56図 出土遺物④…一・・・……・・・………・…・……・… υ …一…・・・…，…・…・・…・…・…・・・……50

第57図 第36次発掘調査地形図…・…ー………ー………………………ー…ー……・ー…一…..53

第58図 第36次発掘調査実測関…一'…・・・…… H ・.....…・・・…...・ H ・・…・…-………・…・……・・…・53

第59図 東壁土層図・・・・・…..一一一一一・…・…ー……一.......……・・・一……-一…ー・…・……………54

第60図 南壁土層図……-一……・……・…・・………・……ー……....・ H ・H ・H ・..………・…………54

第61図 第37次発掘調査地形図・・・…………・…・・…….....・ H ・....…ー……・…ー……………・…..56

第62図 第37次A地区発掘調査実測図…・…・…………….....・ H ・-……・・……・………・・ー・・・・57

第63図 A地区東壁土麗図一一一一…一……・ー…・………・…………・……・…・…………・・……57

第64図 第37次C地区発掘調査実測図ー……・・……..………・…………・……………ー……58

第65図 C地区南壁土層図…一....一一一・…………………………ー………・…………………58

第66図 第37次発掘調査出土土器……・・………………..………………......・ H ・-…一一…...58

彩色図版

〈上)S X363工房跡焼土 1 (炉遺構〉

〈下)S X363工房跡焼土 2 (炉遺構〉



図版目次

国版 1 (1)第31次発掘調査前 (2)同 発掘調査区 (3)向

図版 2 (1)第32次発掘調査前 (2)同

図版 3 (l)S B320建物跡 (2)向

図版 4 (1) S B 320-1建物@柱 同

図版 5 (1)第33次A発掘調査包 (2)S A322角材列掘形痕跡

図版 6 (1)第33次B発掘調査前 (2)同発掘調査区 (3)同

国版 7 第34次発掘調査前 (2)同

図版 8 (1)第35次発掘調査前 (2)同

図版9 (1)第35次発掘調査区 (2)同

図版印 (l)SB330建物跡 (2)向

図版11 (1) S B 330 A B - 5建物@柱 (2)同土層

図版12 (l)S B370建物跡 (2)同

図版13 (l)S B370A • B-5建物@柱 (2)S B370B-7建物@柱

図版14 (l)S B370A • B-9建物@柱 (2)同土属

図版15 (l)S B370B-ll建物 e柱 (2)同

図版16 (1) S B380建物跡 (2)S B380-4建物@柱

図版17 (1) S X363工房跡調査中 (2)同

図版18 (1)SX363工房跡@焼土 1 (2)同

図版19 (l)S X363工房跡@焼土 2 (2)同土層

図版20 (1) S X368工房跡調査中 (2)同

図版21 (l)S X368B-2工房跡@柱 (2)同木炭出土状況

図版22 ¥l)S D123溝 JM，....， K F (2) S D 123 • 142 • 143溝交点

図版23 (1) S K327土境 (2)S K336土塊

図版24 (1) S K335-337土境 (2)S K350士境

図版25 (1) S K333土境 (2)S K334士境

図版26 (1) S K353土塘 (2) S K340--342土旗

図版27 (1) S 1331. 332竪穴住居跡， S X338 (2)同

図版28 (l)S 1331竪穴住居跡調査中 (2)問



図版29 (1) S 1332竪穴住居跡. SX338 (2)SX326一括出土土器状況

図版30 S X363工房跡出土土器

図版31 S X368工房跡出土土器

図版32 S 1 331 • 332竪穴住居跡出土土器

図版33 S X326一括出土土器

図版34 第35次発掘調査出土遺物。瓦

図版35 第35次発掘調宜出土墨書土器

図版36 第35次発掘調査出土遺物・陶磁.J専@砥石@石製品

図版37 第35次発掘調査出土 a木葉痕@

図版38 第35次発掘調査出土遺物@刀子@釘@鉄序 a締羽口

図版39 (1)第36次発掘調査区 (2)同 出土土器

図版40 (1)第37次A地区発掘調査 (2)向 D 地区 (3)同 C 地区



払田櫛跡発掘調査事務所は本年度第2次5か年計閣の第 2年次として第35次発掘調査と、

跡関連地内の土木@建築事業に対応する第31，....，34• 36 • 37次の事前発掘調査を実施しました。

その結果第35次発掘調査によって政庁域北東地区に政庁付属建物、政庁域の北限区間施設で

ある溝等を発見し、遺跡中招部の構成解明に重要な手がかりを収めることができました。

又第32次発掘調査では内@外郭間において初めて掘立柱建物跡 1糠を発見確認することがで

きました。

本年度の発掘調査の概要をまとめ当事務所の年報を刊行することになりましたが、これが今

後の考古学研究上並びに遺跡保存のー坊となれば幸喜であります。

なお、調査研究にあたりまして顧問秋田大学教授新野直吉氏@文化庁@奈良国立文化財研究

所@宮城県多賀城跡調査研究所よりのご指導ご助言に、心から感謝を申し上げるとともに、地

元仙北町@同教育委員会 e千畑村@同教育委員会および土地所有者。作業員の皆様のご協力に

対して淳くお礼申し上げます。

昭和 56年 3月 31日

秋田県払回櫛跡調査事務所

所 長梶原忠郎
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itム回楠跡発摺調査要項J く、第2次 5か年計画の第 2

にあたる。さいわい発掘調査費については秋田県の要求額どおりの菌康補助金の内示
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既発掘地域

昭和55年度

発掘地域

払田構跡発掘調査地域間図



ついては第Z とおり し

.36次発掘調査は、史跡指定地内 る方々から提出された現状変更許可申

書の提出に基づく事前調査として実施した。第35次発掘調査は第 2次5か年計画の基本計画に

基づく中枢施設の全面発掘の一環として実施したもので、 「正殿J建物跡の北側には、掘立柱

建物跡@工房跡@板塀跡のlまか竪穴住居跡を発見することができた。本遺構群はさらに西側に

もひろがっていることがわかった。第37次発掘調査は土地改良総合整備事業による排水路補装

および として実施したものである。

昭和55年度の発掘調査の実績はつぎのとおりである。

2塞号車

調査次数 調 査 地 域 発掘面績 調査期間

第31次 外郭北東部地底(百回木106) 10nl 4月24日-4月26日

第32次 外郭南部地区(館前25の2) 43 nl 4月24[]，..._， 5月10日

第33次合 外郭西部地区(森!時2-1.2， 5) 32 nl 5 月 12 日 ~5 月 14 日

第34次 外郭南西部地区(館前92，93) 271lf 5 月 14 日 ~5 月 15 臼

第35次 政庁域北東地区(長森〉 1，200ηf 5 月 15 日 ~11 月 20 日

第36次 外郭東部地区〈大谷地 28rd 12 日 ~ll月 18 日

第37次 タト郭東部地区〈森崎、 仲谷地〉 4201lf 1日 12月27日

合計 7 地区 1， 760 nl 

なお、年間を還して出ごと遺物 e 資料の整理をおこなっ



日

号、

す 第2国)

て文化庁へ進達された。

これに対し、文化庁から申請者あても

2月初日付委保第 4の46号に

で「現状変更の着手は、

とすること、また実施にあたって

るこ

とJとの通知があった。

当事務所は[第31次発掘調査Jとし

て申請地面積L

のうち、既設住宅が現存してい

ることなどから、その

dの発掘調査を実施した。

(第 3 4悶雪国

版 1) 

はできなかった。

，....， 4層よりなり、

1層黒褐色土、第 2

を2-3%含む黒褐色十j 第 3

4層腐敗した植物繊縫が 8-

362 

364 

2図第31

PJ N km 

A' 
A-

km 

6m 

3箇第31

-6~ 



ある。

3珍品

ミ議

?玉

ぷ率

? 

グライ化している。

ることはできなかったが、

どから、 なり

しないものと

によればも

したもの



(第 5図)

管理団体仙北町あて、昭和国年11月初日付仙北部仙北町払田字館前25のム高播市三郎氏よ

り同地(地自宅地〉に住宅増築のための現状変更許可申請書が提出されたので、秋

を経由し、昭和田年 4月28日付秋教文収第555号にて文化庁へ進達された。

これに対し、 文化庁から申 て、昭和55年 5月日付委保第 4の431号にて

手は、秋田県教育委員会による発掘調査の終了後、その他実施にあたっては、秋

会の指示を受けることJとの通知があった旨、イ山北町教育委員会に回答(昭和田年7月 713付

秋教文収第555号〉があった。

、 「第32次発掘調査」として、 申請地面積419rd (建物床面積25m')のうち、当

初20rdを発掘調査対象としたが、後述のように掘立柱建物跡を検出したため、 43rdを発掘調査

した。

調査区の土麗観察によれば、第 3層は籾穀などが混入していることから近代の埠土であり、

1 2層はその後の埋土である。第 4麿は古代の包含層であり、掘立柱建物の確認位置であ

る。

第 5国

-
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FO十

N 

Ssl320 

FMート 十附

。

第 8図 S 8320建物実測図

発見遺構 (第6"， 9図，函肢 2，，-，

4 ) 

S B320建物跡

東西棟桁行 1間以上×梁行3間の掘立

柱建物である。柱間距離は桁行2.05m、

梁行4.07m (~とから 1.2十 1.36 十1. 51 m) 

であり、計画尺による持行7尺も梁行13.5

尺(~とから益十4. 5十5尺〉であろう。

~ 10-

弘一一一一 阿:32.00m_一一-A'

9図 S 8320-5建物土居間



1尺は平均30.lcmである。柱掘形は一辺がo.5~O. 55mのほぼ方形を呈し、 その壁は垂直に近

く、埋土は暗緑灰色粘質土と黒色土である。柱痕跡は径o.2~O. 25m、深さ約O.4mであり、

褐色土と黒色土である。建物方位は梁行で約N23
D

Eである。本建物は東側へさらに延びるであ

ろう。

3 

土師器・須恵器 4点出土しているが、いずれも小破片で、詳細不明で、ある。

ヰ小結

内郭~外郭間において、掘立柱建物の検出は初めての知見であり、その特徴を述べてみたい。

(1) 柱穴の掘形は一辺O.5m強のほぼ方形を呈し、その援は垂直に近い。

(2) 柱穴掘形埋土観察では、遺物等の混入物がない。

(3) 南北柱列の柱間尺度が、 4.4.5. 5尺と狭く、東西簡が 7尺と広い。 このような柱間

寸法を既出の建物に求めると、政庁南門、政庁東門に近いが、建物位置から考えて門跡と

は考えにくい。南北柱問寸法が狭いことから、東西棟に長い建物と想定しておく。

(4) 南北側柱列の方位は約N23'Eであり、政庁地区の建物が真北に近いことを考えれば、か

なり東に偏していることになる。

(5) 建物を検出した位置は外郭線角材列と内郭線築地とのほぼ中間にあたる。

このような特徴から古代の造営に間違いないとすれば、払田柵跡の内@外郭間の利用や官

街ブロックの配置などについての手がかりを得たことになる。

-11-
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5月ーマ'ー
にも

乙乙 LJ

〈地自

ため

fこ。

これに対し、 て古

生の 5特号

にで「申

されるところでありますので、

掘iを行い、その結果を待って処理するJ

との通知があった。

5嬰

レr
一

中 tll 10 Iil) 

54d}のうち201ftを

2m 
に
d

A司

a
i

つd

を
叫
十
日

2m

て

5

し

日

と
ち

区

う

地
の

E

申請1:1tJ，市靖之 019.3，，1

を実施した。

2 (第11""'14図，函版 5 • 6 ) 

(1) þ~ 地区

SA 322免訴事Ij 角材列 しなかっ り痕前:を確認した。 布掘りの掘形;土、

と患L
f
}
 

50-邸側、深さ現地図より 70~80cmの規慌である。また、

われる板材を掘形底面で確認することができた。 さ8'""" lOcm、Ij話20-25cmのもの 2

~ 12 ~ 



I L 
I L 

-r 

I J -~ I 
一一 1j 

IH 
1 H 
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。。

10 斗ー 11111 
11 11 

一一!日

よ
i
M

1図 第33次A地監発掘調査実測図
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設が!署北につながってい

S A322西側で、 4つの縦@

横12-18cmのほぼ方形のピッ

ト、丸太材を 1つ確認したが

現代における角材、杭跡と患

われる。

調査区の土層は第 1--3層

よりなっており、第 1層表土、

(lOYR%)、第 2層

!日表土、黒色土 (7.5YR%)

第 3層黒褐色土(5 YR，D 

にオヲ…ブ黒色士、明褐色土

緑灰色土が少量混入している。

(2) B地区

平面観察では古代の遺構を

検出することはできなかった。

土層観察によれば、第 1--6

層は現代の盛土整地土、第 8

麗は!日表土であり、第 9層以

下は地山である。したがって、

杭跡と思われる遺構は、すべ

て現代のものである。

3 出土遺物

A一一一一

A二一一一 H :;:; UU m _一一-A

3m 

2国 A地区南壁土層堕

N 

02 
59109 km 

円
札

nu 
ハυ

A 

I P 

km 

品m

第13図 第33次息地区発掘調査実測図

H 33.00 m --A' 

3m 

第14関 B地区東壁土麗図

-14 _.. 



AB地区ともに遺物の出土はなかった。

(1) A地区

① 外郭線角材列が発掘地点をとおることは、南北両方向の角材列確認位置から推定して筒

ないと思う。

② 角材列の抜取り痕跡と礎板を確認したことは成果があったと忠われる。

③ 後藤氏の談によれば、本地域の角材抜取り行為は明治35年頃の耕地整理事業によるもの

ではないかとのことである。

(2) B地区

当地区は、 A地区と比較して地山までのレベルが現地面より 60cmと低く、排水も惑い。

また、土層観察によれば、常時湿地帯であったと思考される。



警 調査経過 (第15• 16図，図版 7) 

管理団体仙北町あて、昭和54年11月初日付仙北郡伯北町払国字館前91後藤繁民より、{山北町

払田学館前93の2 (地自宅地〉に建物新築のための現状変更許可申 されたので、秋

田県教育委員会を経由し、昭和54年月初日 て文化庁へ進達された。

これに対し、文化庁から申請者あて、昭和田年 1月7日付、委保第 4 て「現状変更

の着手は、秋田県教育委員会による発掘調査の終了後、その{也実施にあたっては、秋田県教育

委員会の指示を受けること。 Jとの通知があった。

当事務所は、 「第34次発掘調査j として申請地面積330nt (建物床面積132rd)のうち27ntの

発掘調査を実施した。

霊 発見遺構 (第16.17関 9 留版 7) 

議構は確認できなかった。

32_6 
11 

・328 32.9 
ぷY

81 

32今6
32.8 

!l1 i 
32.6 32 8 

33.22 「 見 11
1
11111111

1

第15関 第34次発掘調査地形図
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したが、破片のた である。

きたものは、遺物 3 とどまっ fこo
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第 35 次発掘調

す 調査経過

第35次発掘調査は、仙北町払田字長森56番地のうち、約1，000m'を対象とした。 当地域は政

庁域北東部にあたる。本調査は(1)政庁北門跡の存否、付属建物跡の確認。 (2)政庁域北限区画施

設である溝の確認と変遷について見通しを得ることを目的に実施した。

5月訪日テント、器材搬入後立木の伐採を行い、 T32から基準点の移動を開始して、グリッ

ト杭の埋設をおこなヮた。 23日から発掘を開始、表土除去に入った。第12次発掘調査の土層観

察から、古代包含層の精査をしたが撹乱が著しく遺構を検出できなかったので、地山まで掘下

げfこ。

当地域の遺構確認面は、古代の第 l次盛土整地層 (SX176)であり、 SX176の西側は地111

である(第四図)0 S X 176と遺構内埋土との差異は土色、土質だけでは区別がむずかしく、

わずかに遺物@火山灰の混入など微妙な観察から掘りすすめねばならず、調査の展開はまさに

を予想させた。 31日SD 171 • 172溝の追跡を開始したが、表面観察だけでは困難でわずか

に壁面を検出しながら掘りすすめていくことにした。

6月5日SD143溝の一部において 2列の板痕跡を認めた。 10日KA• KB88グリット内S

X326より多量の土器を検出し、灰紬と思われる 5 破片が含まれていた。 11 日 KC~K 195，..... 

98グソツト内において住居跡 (S1 331 . 332)、 建物跡 (SB 330)の柱掘形を確認した。 S

B330建物跡は調査IK外西方向にのびることがわかった。 20日SD187溝の確認を得る。この溝

はS1331住居跡と SB330建物との中間を走り、 SD123諜北端に接続する。 この範間におい

て、政庁北門跡の痕跡は認められなかった。 27日SB330建物写真撮影。 7月 1日90ラインよ

り東側では遺構の重複が著しいと予測できたので遣方設定を開始した。 8日遣方設定を終了し、

記録作成しながら発掘を進める。 10日火山灰の混入する土墳があることを確認、その堆積の仕

方には 3種類に分類されるようである。 30日S1331 . 332住居跡、 SX338の写真撮影開始。

8月8日90ラインより東側遺構平面フ。ランの確認が進まなかった。 20日SX368の遺構範囲を

確認、本遺構内北辺より土器を多量に出土し南辺では木炭が詰っており、また 2層にわたる

焼土を確認したが単にその広がりをもつだけであって施設構造的な把握はできなかった。多

量の鉄淳、輸羽口の検出により木造構を工房跡としておきたい。 25日SB370建物を確認、

知行 3問、梁行だけが北側 2問、南側 3間と市北で、異なる建物とわかった。 27日SB370建

物内で、 SX 363平田プランを確認した。 本遺構内南辺において著しい焼土がみられ保存状

- 18-



24120km 

92 

S9.246km JS 

)一町パ一日。
， 0 

C 

OOm 

oつ
_--， 

'0' 0 () ! } u 

oυ  

['0 

-----一一一------、一

~、
，./ 

~ -一 56= ---_ーーす一

も必

-
E
J
 

¥
¥
ベ

¥ 
~一一一

塀

し工白
i
!
?
i
!
日
1

一
儒
官

殿脇東

__../ 

~ 

ι~ 

- 4  

38ε 

/' 

正殿

政庁南門

J 

N ③T3Z 

43 I 

、
久

、

6 

/ ¥  

/ 

ー 、

¥ 

/，~ 7'0 

o 0 
X382 ハD

心慢斗
~ 日刊 ~O 0 。 品

て FTjLit 
、¥一一一"とう¥ー/ペシ/u 

三二 ts 
、

fJ 
~ ___..~) 

______，----- <:.エン

fjdlyLJL/ 

(0) 

第1%き

〆

/ 

42 J 
~ --

r 一一、t 

338 

_o 

Fν 
曾

a-，，.
V
 

M
守

容

S

一~

設庁地産地野呂思
A
官

U

一 「
~ー←-ー」

，..-------



合態も良好であることから一部現状保存とした。
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月初日 SB370建物西側柱の一部掘形を切ったS

9月下旬より本調査の遺B380建物を発見した。

構再確認、掘立柱建物の柱穴土麗確認及び駄自押

E
山
田
円
マ
工

S B370建物のS X368工房跡、し作業に入った。

とわかっSB 2時期の重複、

た。

第14回顧問会議は10月5日、イ山北町就業改善セ
α3 
M 

35次発掘調査について報をンタ

した。顧問秋田大学教設新野誼吉氏には、発掘

現場を御覧いただき、現地指導を仰いだ。

11月1110月中旬より遣方実測、 29日

テントを撤収日埋戻し作業開始、 20日には器材、

u 
ば

この間 5月日して、第35次発掘調査を終了した。

7月15日文化庁文化財保護部管理課水野邦久氏、

ヨ月 2日自北海道大学助教授林謙作民、

2月12宮跡調査事務所山津義貴氏、倉田直純氏、

日留学院大学助教授小林達雄氏らが来跡され現地

で御指導を仰いだ。

議

3、溝5、土墳本調査において、建物 L

そム竪穴住居跡227、

をした。

〈官〉

当地域は第口次発掘調査で、すでに版築技法に

よる盛土整地されている場所であり、そ

A95 F94 R91 N86. 

を結ぶ線の北東側にあたる。正殿建物跡周辺の襟

(S D123 

S D 187溝西端屑辺が

21 -

40. m、



41.30 m、北西階が40.80mと正殿周辺との比高差が1.2m，.....1. 8mと大きし北@北東方向に大

きく傾斜している。土層観察により、第 I層は第2次盛土整地層で、明治末期~昭和(戦前〉

間の整地事業、第E層は古代~明治初期間の自然堆積土、第重層は第 1次盛土整地層で古代の

盛土地業である。

( 2 ) 建物跡

掘立柱建物は、正殿の北西方向に SB33告A.B建物跡、北

東方向に SB370A • B建物跡、 SB380建物跡を発見した。

建物路 〔第 I期J (第21 22図p 図販10 11) 

東西線桁行 1間以上×梁行 2問の西にのびる掘立柱建物で

ある。柱掘形の一部を確認した。理土は、明褐色土を含む黒

褐色土であるo

建物跡 〔第E期J (第21• 22悶，図版10 11) 

東商棟桁行 1間以上×梁桁2問の西にのびる掘立柱建物で

ある。柱間平均距離は桁行2.部抗、梁行4.91mりとから2.34

十2.57m)であり、計画尺による桁行6.5尺、梁行16尺(北か

ら7.5十8.5尺〉で建物方位は、梁行で約N3
0

Eである。柱掘

形は直径50，....，70cmの円形@隅丸方形を呈し、深さ約50cmで、

柱痕は直径約25cmである。埋土は炭化物を含む明褐色土、

褐色土で、柱痕は黒褐色土である。

SB370A建物跡 〔第 l期J (第23，.....，26図 3 図版12，....，15)

南北掠桁行3筒×梁行2.3関の建物で、掘形の一部を確認。

〔第日其fjJ (第23，.....，26図多凶版12"'15)

南北課、桁行 3間X梁行 2間〈北部J)ョ 3開く南側〉の掘立

柱建物である。柱開平均距離は桁行9.27m (北から3.14十

2畠 97+3.16m)、梁行北側6.71m (東から3.38十3.33m) 

。南{ftlj6.71 m (東から2.52十1.89十2.30m)であり、

尺による桁行30尺(北から10十日十10尺〉、梁行北側22尺

〈東から11十日尺) .南側22尺(東から8.5十5十7.5尺〉

で、 1尺平均桁汗30.7cm、深行30.5cmである。

u 

¥ 

口

図 S B330建物実測毘

A 

し

H 41 80 m ~ ~ A' 

用

第22図

S B330A . B-5建物実湖国

桁行でN0"33'Eである。

と、車径約0.6mの円形を

理ことは炭化物を含

1'"'-'1.6m、 短斡l. O~1.5m の隅丸方7診を呈するもの

るものとがあり、 f~~ さ 55-80c加で柱痕は直径24 ，....， 35cmである。

を含む褐色こ仁である。 出土遺物は続
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羽口穆鉄倖などが出土している。

S B370-1はSX360に、 SB 370 

-3はSB380… 1 • 2建物に、そ

れぞれ柱掘形の一部が切られてし、る。

また、 SB 370建物東側柱北から

3本における SX391-396の重複関

係、は、 SX392. 394. 396は古く、

S X3剖 393 395は新しいが、 S 

B37む建物よりは吉い。 おそらく S

X392. 394 • 396 とSX391 393 

395はそれぞれ対応する柱穴であ

ろう。 SX395掘形には柱痕を伴っ

ているが、 SB370建物には対応す

る重複はみられない。また東側にお

いても対応する遺構は確認できなか

つ fこ。

(第27 28 

国 p 図版16)

東西棟桁行 3筒×梁行 3間

で、['(ojIJlj片IUIをもーっJ}n仁川、j:_建物

である。柱間平均距離は身舎

桁行6.04m (東から2.04m十

91十 09m)、

33m (北から2.73+2.6むm)、

臨は桁行6.0品m (東から1.92 

08十2.04m)、梁行 87

mであり、計画尺による桁行

20尺(東から 7十5十7尺〉、

(北から百十百十告

尺〉で、 1尺平均桁行部.2cm、

梁行約30.0cmで、ある。建物方

位は梁行で約 N3
0

25' Eであ

Tも

第23関 S 8370建物実測図

H 42 10m A' 

問

第24図 S 8370-3， S 8380-1 • 2建物実測図

qo 

円
/
却
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S 8370 .思 S建物実現f臨

90 

S B380建物実測国
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る。柱掘形は身舎で直径70--75cm、百話(南側i柱列 4本〉は直径55，..._，70cmとほぼ円形を呈し、深

さ35-55c叙で、柱痕は身舎で産径24-28cm、崩(南側柱列〉で直径20-24cmである。柱掘形埋

土は炭化物を含む褐色土、明褐色土で柱痕は炭化物を含む掲色土、暗褐色土である。出土遺物

a砥石などが出土してい

3部-1 2とSB370 

3と 、SB

工場 2がS 370-3の

ているこ

とにより S 建物が新し

くなる。また三 3必土墳も

380-6掘形の一部を切

っている。さら

(第29---32図p 間

図版17，...，19)

x 

し、建物を切って

いる(注 l mも南北

ある。

の楕円形

を呈し、深さ合 mの

形を 5本確認した。このこと

から復原すれば計山本の柱を

もつ建築物と思われる。床面

は素調担の後に約初cmの貼床

を

一ールー

90 

S X363・

p
h
u
 

ワ白



と ら*1.，るものと、 ひろがりをもつもの たので以

下記述する。

によ

あり、外担!Jに約 4-llcmのに

14cmの暗掲色粘土が環状に認められる。

の楕円形を呈する。中央部に註径約四cm

あり、その外担，IJに幅 5，...."，

はj架さ16cmの;主

台形の掘形をしも第 1-_， 3層

4 • 5層は褐色土が詰っている。この観察から遺構を

掘込みの後埋土を入れ粘土で、炉底i語、炉壁を形成したと思われる。

と同様な構造物と復原できる痕跡、は 5ケ所で確認したが、

稼働終了時点で破壊されたのであろう(焼土 2 3 5 S 

375)。また、焼土産百のひろがりをもっ遺構は、 S 363の底面で検

H 41 50m A' 

出したもので、

ところで約20c7Il

できなかった。 り

をみとめた。焼土 6 7 

8も

であろう。

南東隅の S

と思われるが、述の焼土 1と ーァ
Q 

m
 

2571l ・ 9mの三{ミ

第30国 S
整j有円形、深さ約35~50c7Il で煙道をもっ炉遺構で、ある。炉鼠は、炉

床より 5~ 6 cmf.尽く、炉床も北側に低い傾斜をもっ。炉内には焼け

落ち っていた。炉内の南東隅に

通じる直径約30-35cmの煙道があり、出口には 1辺が15-18 

Cllt、l字さ 3C7llの平らな石を入れ、その上に木炭を詰め込んで

いた。木造構内からは遺物の出土はなかった。以上のことか

らSX363工房跡からは炉遺構と思われる痕跡を認めたが、

完全な形に復原できる遺構はなかったっ

ではなく、操業終了時には破壊し、また構築するという

をくり返したのであろう。

1期J (第33悶 9 図版20 21) 

S X368の規模は東西5.6Jll、南二!と5.6771、 深さ35c1llの隅丸

あるの柱穴は各隅住 4本と

1本の許 6主〉県われる。柱穴は直径0.6m、深さ l.Omの円

形で、直径20Clllの柱痕をもっo S X368AはSX368Bとほぼ

し、 床面は SX368B の下に、 3~

Ho41，90m A' 

50cm 

民

S 1実)fflJaJ

- 26-



国

I
l
l
-
E口
国
{
寸
士
山

さで残っている。床面は暗褐色土で

(第

33図，図抜20.21) 

炭化物と土器片が混入している。

〔第日期〕

JT 
S X368Bは東西6.6m、南北5.6m、

さ32仰の隅丸方形の竪穴遺構であ

4本で、対角綾上に位置する。

る。柱掘形は径出-90cmの楕円形を

A H 4160m A ---皇し、深さ85cmで直径20cmの柱痕を

もつ。局構は北1s，1Jと東西側の…部で

問1
 深さ約した。

6 cmである。床面は陪褐色土であり、

S X383焼土実測臨
焼土が多い。全体に炭化物@土器片

とくに南側では木炭が敷かれ、北側では土器量が多く、ほぼ

た。東側に中央部では焼土屈の囲い広がり

深さ 7cmの浅い落込みがあり、その周囲には45-80C711の「八

の字J状に開く焼土面がある。落込み内は灰白色粘質土@糧

@宥占し焼けていない。遺物は多量の土器片と

羽口のほか瓦片窃縄文こと器片を出土している。

色土を

A' H : 41.30 m 

138 139 187 142 本調査において SD123 

5条を発見した。以下}I摂に説明する。

(第34.36図 2 国!読22)

と直交する溝でSD 
、

h
りノ政庁東問より北へ約40m

、上面rp高35-40c万人床面幅15-25cm、深さ40ある。

第33図

溝!揺は SD142溝より北へ進むにつ-45cmの布掘りである。

S X368 B工麗跡内柱穴実測図
S D138溝の手前において第12次発掘調査でれて狭くなる。

めの柱痕跡、板痕跡と同様なもの確認している

しかし SD138溝とられ、土層観察により 3時期の切合いであることも確認できた(注 2)。

S D123溝は東

計画尺による

したところより北側ではこれらの痕跡を確認することができなかった。

との距離はおよそ 75.3m、

- 27 

西に走る SD144溝東端との交点から SD



250尺にあたる。 また溝方位

はN1
0

34'Eである。

(第34.訪問)

S D 139議東端から南へ約

12m走り、 SD 123議に接続

する。議掘形は、上面rlJ冨20-

25cm、底面幅約20cm、深さ15

-20cmである。この溝は SD

139混と同様な構造物である

とすれば、ほぽ12尺等間

@板痕跡があると

るが、その痕跡を確認するこ

とはできなかった。

ある。

(第35[沼)

南北に走る SD138溝に接

続し、西に約12m走り SDl71 

溝に接続する。溝掘形は、上 品

面i幅約25cm、底面rl屈10---20cm、

深さ50-60cmの布掘りで、掘

形内には!描25-30cm、厚さ15

--20cmの角材痕跡を確認した。

これは第12次発掘調査で確認

している に継続する

痕跡と思われ、 SD 

端の角材痕跡:から計測して

3.6m、3.8 m ¥ 3. 3 m ¥ 2. 0 mで、

SD とSD との

おいては、角材痕跡を確

~'gすることはできなかった。

(第35図p 図版

22) 

JO 

A H:42.60m 

0，[寸一一I 50138 

50123 f;()('ゾ

8 B 

。。
丹
/
出

87 

23・

十四

十J悶

86 
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S D 143講に切られ東へ約

εo 
co 

h 

ロコ

S D123講により

東端を切られている溝である。

物

底面幅約20cm、深さ加，..，.，25cm

りも

されたことに

はS 143溝に切られている

溝掘形は、上部楢25"""35cm、

の布掘りである。

SD 

り、

ことから、

なる。

11m 

図
認
拭
概
誌
で
お
石
の

」μ

ミ"

図
湾
総

I I 

I I 

I I 
1 1 

11  

1/  

/ I 

II  

/ / 

II 

11  

1 I 

I I 

I I 

/ I 
J I 

II  

/ I 

II  

/ I 

I1  

I I 

(第35図，図版

22) 

して西とほS D 139 

SD m走り、

接続する。講掘形は、上国幅

45-50cm、底面!揺30-35cmで

深さ出-60cmの布掘りである O

芭
門

掘形内には一部で板痕跡と

われるものが確認できた。溝

方位は約WTNである。

(第36図)

S D 330建物の北側を東に

S D 123溝に接約35m走り、

続し、政斤域北限を区画する
M 
01 

溝である。溝掘形は、上国幅

20-23cm、底面rp高18-20cm、

深さ10-25cmの布掘りである。

掘形底面には、幅18-25cm、

厚さ 7........10 ~m の板@角材の痕

一30-

跡と思われるものを一部で確

認した。溝方位は約W4
0

3Q'N



である。埋土は炭化物を

(器) 土構麟 (第37[盟)

、底部は固くしまっている。

を検出したが、主に SX353 0 0 '-

、火山灰が混入しないもの、 しているものの 2形態に大別でき、火山灰の混入の

も してし、るもの、 してい

るもの、 中にプ口ツク J-. 
」同' ところに混入しているものと

KE 

。
。

重量

日

む? 。

土讃配置図

- 31-



できる〈第 3表〉。以下表の順に説明していく。

第3表 火山灰混入土清一覧

形態 構 火山灰有混
入の無

S K140 S K180 S K325 S K327 S五329 S K336 

A S K337 S K343 S K345 S K346 S K348 S K350 鉦

S K354 S K357 S瓦358 S K365 S K366 S K367 

S K333 S K334 S K335 S K340 S K341 S K342 
B 有

S K347 S K353 S K355 

① 火山肢を含まないA形態

S D123 • ]42溝の交点北側に位置する。椅円形を呈し、南北1.15m、東西O.95 

m、深さ 7-8 cmと浅く、ほぽ中央に深さ16cmほどのピットを有するの底面は凹凸が著しく

国はゆるやかに立上る。

堆積土は土器片@炭化物

を含む褐色土@暗褐色土

である。

S K140 

土塘、 S D123溝の東{日.IJ

し、東側半分は調

査j玄外に延びているであ

ろう。楕円形を呈し、

北2.2沼、深さ約50cmであ

る。底部は平坦で壁面は

ゆるやかに立上る。

物 2 

層褐色粘質土である Q

SD 

H:42日Om _ 

S K327土墳実測図

← 3Z 



138溝の交点西側に位置する。楕円形を呈し、東西3.0m、南北2.4m、 深さ約20cmである。嵐

面は平坦で壁面はゆるやかな傾斜をもち立上る。堆積土は炭化物を含む黒褐色土である。

SK327土壊 (第38図，図版23) S B330建物南側に位置する。楕円形を呈し、長径約5.0m、

短後約3.3m、深さ約40cmである。 底面は南西方向において凹凸が著しく壁面はゆるやかな傾

斜をもち立上る。堆積土は第 1"""'3層において炭化物が混入している。土層観察によれば、 3

時期の切合いをもっ遺構とも考えられる。

S B330建物の東側に位置する。 隅丸方形を呈し、東西1.8m、南北2.1m、深

さ約26cmである。底面は平土日で、Jit積土は福名土で、ある。

(第40図，国腹24) S K335・337土横に切られ円形を呈していたであろう。

径約1.7m、深さ約42cmで、ある。底面は平坦で壁面はゆるやかな傾斜をもち立上る。 堆積土は

第40図第 2層階掲色土の中に多量の土器が混入している。

(第40国，図版24) S K336土墳を切っている。ほぽ円形を呈し、直径約1.5m、

深さ15--20cmで、ある。底面は凹凸し、壁面はゆるやかな傾斜をもち立上る。堆積土は土器片、

炭化物を含む掲色士である。

S K346土墳の東側に{立置する。不整隅丸五角形を皇し、一辺約1.0m、深さ15

-25cmである。底面は南辺において凹凸が著しく壁面はゆるやかな傾斜をもち立上る。堆積土

は、第 1層炭化物を含む褐色粘質土、第 2層明褐5粘質土、第 3層土器片、炭化物を含む掲色

土、第 4層明褐色土である。

S K343の北側に位置する。ほぽ円形を呈し、直径約0.8m、深さ約3むcmである。

底面は平坦で壁面はゆるやかな傾斜をもち立上る。堆積土は、第 1 2層とも土器片@炭化物

を含む褐色土、明掲色土である。

〈第41鴎) S 

呈していたで、あろう。

もち立上る。

(第41図) S 

、炭化物を含む掲色粘質土 e 明福色粘質土である。

を切られている。 を呈し、東西1.2m、

ゆるやか もち立よる。

S し
口
去を 8m、深さ25--諮問る。 ほ

である司底面は凹凸が著しく壁面は商@南側で急娯斜をもち、北@東{WJでゆるやかな傾斜をも

- 33-



ち立上る。堆積土は、第 1--3層炭化物

--3層より多く含む褐色土である。

S K353土壊の北側

ある。 出凸があり

4層 5層炭化物を第 1

る。 ほぽ円形を呈し、在径約1.6m、深20，.....，25cmで

1層炭化物、焼土を含む暗褐色土、

ある。

る。円形を呈し、 6m、 深さ約20cm.で、ある。

約10cll~ と浅い。

土である。

ゆるやかに立上る o

S K365土墳の北側

@炭化物を含む暗褐色土である。

し、楕円形を呈していたであろう。南北0.7m、深さ

し立上る。責土は土器片 a炭化物を

北ffilJに位置し、楕円形を呈していたであろう。南北0.9m、深さ

約20cmである。底面は平坦で壁面は念、傾斜をし立上る。 j百;務土は土器片@炭化物を含む暗褐色

土で、補色土がブロック状に混入している。

② 

(図版25) S K347土墳の西側に位置する。円形を皇し、直径約 2m、深さ30

，...，35cmである。底屈はゆるやかな凹凸があり、壁面は北東側はゆるやかに、南辺は念、傾斜をも

ち立上る。 i在積土は第 1.24層には土器片@炭化物が混入し、第 3層は砂質状で、第 5

は灰白急の火山灰層で、遺構内中間に混入している。

(第39図，図版25) S K357土の西側に位置する。楕円形を呈し、東西2.3m、

i有北1.95 m、深さ55--60cmである。底面はゆるやかな凹凸を有し、壁面は念、傾斜をもって立上

パズ T うス ア、

H42QOm -A  
i 

1 

S K334二仁墳実現。国

S K335・336・331土墳実測図

34 -



る。堆積土は、第 1. 2 . 4層には土器片@炭化物が混入し、 第 3 3'J語は黄色砂の火山灰

層で、火山灰混入の割合は第 3層より密度が薄く、遺構内中間に混入している O

〈第40図，図版26) S K336土墳の一部を切っている。円形を呈し、南西約五 2

m、南北約1.5m、深さ約33cmである。底面は平坦で、壁面は北側で念、傾斜、 西側ではゆるや

かな傾斜をして立上る。堆穂土第 1層掲色土の中に火山灰が点々と混入している。

(関版26) S K357十坊の北1Q1Jに位罰し、 S K341土域に北東辺を切られてい

る。 むm 5m、深さlCcmと浅ヤ。

や

と々

をして立上る。第 3 中に点

られている。ほ

ある。

斜をして立上る。

している。

([立!版26) S を切

を呈し、 直径約 m、深さ

、壁面はゆるやかな傾

3層暗褐色土の中に火山

灰が点々と混入している。

ゆる

(図版26) S K341土績を切ってい

る。楕円形を皇し、東西約2.2m、南北約1.8m、深

さ30--35cmで、ある。底面は平坦で、壁面西側は急傾

斜、東側はゆるやかに立上る。また南側においては

急傾斜をして立上~， ~J高知--15捌の平坦部を有しそ

してゆるやかな傾斜をして立上る。

国 SK346. 

堆積土第 3層暗褐名土の中に火山灰

が点々と混入している。

(第41凶)

そち境を拐ぶらいるぢ楕円形を呈し、

東西1.35m、 南北1.9m、深さ30--

35cmで、ある。底面は平坦で、、壁面は

急傾斜をもち立上る。堆積土第 4層

炭化物を含むブロック状褐色土の中

にさらにブロック状に火山灰が混入

している。

(第42図，図版26)

H 4200m 一一一時A

第42盟 S K353土境実測図
S K358土墳の南側に位置し、 SX 

H4180m -A  

S K355ニヒ境実測図



368工房跡を切っている。楕円形を皇し、東西約2.3m、南北1.55錦、深さ30-40cmである。底

面は凹凸を有し、壁面は急傾斜をして立上る。 j1tf実土第 2層褐色の火山灰層、第 3層に

で思くひきしまり、火山灰が砲を描くように混入している。

(第43図) S K342土療に南辺を切られている。構内形を呈し、 東西2.3m、

南北O.7m以上、深さ 35~_， 45cmである。底面は遺構ほぽ中央が隆起し、 壁面は急傾斜をして立

上る。堆積土第 2層褐色土、黒掲色土の中に火山灰が混入している。これは遺構全体に混入す

るものではなく一部f;こ片寄ったところに混入していることになる。

(詰〉

S X383焼土の南東に位置し、 SB370-8建物に東側を切られている

を呈していたであろう。 によれば、;渠さ2会

，_， 25cmで、 5 cm(玉 、そしてゆるやかに立上に から

木炭、粘土、

と恵、われる。

を互層に敷いて炉の基礎をつくり、さらに粘土を敷い

SB し、 S ている ある。

東西約35cm、南北約70舗の楕円形を呈し、平面観察によれば、外部!から暗赤褐色土、

士、樺色土の焼土が環状に認められ、全体に閤くしまっている o :1:P底の一部と思われる。

(7) 

唱
m
a
uふ

令
J
UつU

O

一

-zi

る

S

す中一毘

とSX338i土、 二!と但j るS

(第斜凶， [三l版27号 28)

の西側には寵が{手うと思われたが、

きく 4患に:吉田げられ、:議 1層

ある。

ひろがるとろもあり、

のほとんど

しfこ。

3層は

である。第 4留は貼J去と思

あり、 S1 われる して L、る

もある。 と北側の 深さ約訪問

である。

ット 2.4. 5 等 5は S1 
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A吋 し、

もできなかった。 ピット 1は、 S 炭化物、灰

ととも してし、た。

p 図版27• 29) S 1 332住居助:の廃絶後、 S X338がつ
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くちれた。両遺構の北端

は調査程内に含まれず確

3忍できなかった。

S I 332竪穴住居跡の

規模は、 南・西辺約4.4

m、東辺約 3.8mで南北

に長い平面形を呈する。

寵は南辺にあり、袖、天

井揮すますでに崩れ落ち、

煙道などは高IJ平され、わ

ずかに赤褐色粘質土と焼

土の塊まりが痕跡をとど

めている。周構は検出で

きなかった。主柱はピッ

ト3と思われたが、対応

する柱穴はなかった。ピ

ット 1は直径75cm、深さ

20cmほどの浅い円形の落

KF 

A一一一

百7

KG / 

土器

。

第44図 S 1331竪穴住居跡実測図

H 414日m _A  

込みで、にぶい赤褐色のなかに炭化物と土器を検出した。ピット 2は直径75cm、深さ20cmほどの

浅い円形の落込みで、時褐色土のなかに炭化物と数点の土器を検出したoS X339とした遺構は、

約75x50cmの長方形で、上下 2震に分けられ、上層には焼土が厚く、土器(43• 47)が入っていた。

S X338はS1331住居跡の床面を検出した時点で平面と土層によって確認したが、 S1332 

住居跡よりも新しい遺構である。第 4層上面での平田規模は、東西2.5m x南北2.8mほどで、

第 1層から第 5層までは約0.65mと深い。 j{主積土をみると、大きく第 1• 2・3層と第 4• 5 

層とに分けられる。第 1層は黒補色土で、少量の炭化物と土器片を得た。第 2層は褐色土で、

炭化物と土器が多い。第 4層は火山灰層で、第 1• 2・3層にもわずかではあるが、火山灰が

含まれている。第 5・6層は黒褐色土で、上層は明るく下層は濃い。出土遺物は第 2層が多く、

鉄停は第 5 • 6層で検出できた。

〈思〉 その他の遺構

SX328 S X329土療の東側に位置する。楕門形を呈し、東西約2.0m、 南北1.9m、深さ10

cmと浅い。堆積土は黒褐色土である。

SX360 S B 370-1建物掘形の西側を切っている。円形を呈し、直径約0.8m、深さ37cmで、

一割ー
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S X338実測図S 1332竪穴住居跡，第45図

直径約28cmの柱痕を有する。埋土は土器片・炭化物を含む褐色士、黒褐色土である。

東西S K365土墳により北側を切られている。隅丸長方形を呈していたであろう。SX364 

0.27 -0.30 m、南北1.7m、深さ約17cmで、ある。堆積土は明褐色土である。

2時期の重複をもっ。第 I期は惰円・円形を呈し、東西約O.8m、S X38tを切り、SX372 

第E期は直径55-56cmの楕円形を呈し埋土は明褐色土である。南北1.0m、深さ85-96cmで、

た掘形で、直径約20cmの柱痕を有し、埋土は炭化物を含む褐色士、柱痕は褐色土である。

S B380-9建物に南側を切られて

いる。椅円形を呈し、東西約0.6m、南北O.7m以上、深さ約lOcmと浅い。堆積土は明褐色土・

S X378を切にS K343土墳の南側に位置し、SX377 

S B380-9建物に南側を切られている。楕円形を呈し、東西約

Q
U
 円。

時褐色土である。

S X377に西側を、SX378 



1.0m、南北約1.3m、深さ10，..."12cmと浅い。堆積土は明褐色土、時褐色土である o

SX379 S K354土墳の南側jに位置し、 SB380-2建物に南側を切られている。ほぼ隅丸方

形を呈し、長軸1.0m、深さ 7c加と浅い。 Jit積土は炭化物を含む褐色土である。

SX381 S K325土墳の北側に位置する。栴円形を去し、東西約1.8m、 南北約1.2m、深さ

約20cmで、ある。堆積土は褐色土である。

S亙382 S X381の東側に位寵する。隅丸方形を呈し、東西0.75m、南北0.65m、 深さ約50

cmである。壁面が袋状に落込んでいることなどから縄文遺構と考えられる。堆積土は褐色土、

実褐急土である。

S B370-11建物、 SX372に切られているが、おそらく南北に長い楕円形を呈して

いたであろう。深さ約30cmである。堆積土は褐色土、明赤褐色土である。

3 

本調査の出土遺物には土師器@須恵器のほか、多量の鉄j宰@鞠羽口@瓦、鉄製品などがある。

はじめに主要な遺構@層序の遺物について述べる。

( 1 ) 建物跡出土遺物

S B330B建物跡の柱穴から土師器の細片、 SB370建物跡の柱穴から土師器@須恵器の破片

と鉄浮@続羽口、縄文時代の石斧、 S B380建物跡からも土師器・須恵器の破片と鉄停が出土

しているが、図示できるものはなかった。

(2) 工房跡出土遺物

SX363工房跡 (第46・54.55図，図版30.34・36)

土師器杯(1 ，...， 4)は内外面ともにロクロナデ成形で、底面切離しは回転糸切りである。

法量によってし 2 • 3、4に分けられる。鉢 (5)はロクロナデ、回転糸切りである。窪(

6)はロクロナデののち、体部外面をへラケズリしている。

須 恵 器 杯 (7~10) は内外面ともにロクロナデ成形で、底面切離しは回転糸切り (7 • 9 

• 10)と回転へラ切り (8)とがある。法震から 7 • 8と9.10に分けられよう。蓋 (11)は

天井部に回転へラケズリを施している。

64は砂岩製品で、 I福4x3. 5cm、厚さ 5側、径6伽の穿孔は貫通していない。砥石 (65) は

砂岩製で、断固が台形をなす細長のもので上回のみ研磨している。平瓦は 2点出土し、 68は渦

巻き叩き痕がある。この他風宇硯2点@鉄浮@繍羽口が出土している。

SX368B工房跡 (第47.55図，図版20.21・31. 38) 

土師器杯 (12-20)は内外国ともにロクロナデ成形、患面切離しは回転糸切りである。法

- 39-



第46図 S X363工房跡出土土器
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最によって12-15 とお ~21に分けられる。 21は内黒土師器で、体部外部はロクロナデ成形、内

面はへラミガキ後黒色処理されている。底面は回転糸切り痕をもっ。血 (22)はロクロナデ、

回転糸切りである。

3頁悪器杯 (23)はロクロナヂ成形、回転糸切りで、口縁部外国には煤が付着している。

平克 (69)は 1点である。この他鉄浮 (83) .絹文時代の土器@石器などが出土している。

(3) 溝跡出土遺物 (第48図，図版38)

S D123 • 138.139.142.143溝からは土師器@須恵器のほか鉄浮@翰羽口が出土している。

S D143溝からは須恵、器の葦 (2のがあり、天井部は自証へラケズリ、 つまみを付したのちナ

デている。 SD123濃からは釘ゅのが出土している。

( ) ニ麗跡出土遺物 (第49• 54 .55図，図版36.38) 

遺物を出土した土横(SK 140 • 180 • 325 • 327 • 329 • 333 • 334 • 335 • 336 • 337 • 340 • 342 • 

343 • 345 • 346 • 347 • 348 • 350 . 353 • 354 • 355 • 358 • 365 • 367)と出土しなかった土墳 (S

K 328 • 341 • 342 • 377 • 3i8 • 379 • 381 • 382 • 383)に大J.lIJできる。 土塘からは土師器 a 須恵

器のほか、陶硯@瓦@鉄淳司。輸羽口@

縄文時代の石器を出土している。

土師器杯形土器は内外国ロクロナ

デ成形、底面切離しは回転糸切りであ

る。 26の体部下半から底部にかけて黒

斑がある。 31の底部には煤が付着して

いる。 33の底面には、箆か半裁竹管で

刻まれた菊花痕がある。

24 

第48図 S 0143溝出土土器

須恵器 杯 (35)の内外面はロクロナデ成形、底面切離しは回転へラ切りである。内面には

墨痕があり研磨されているので、転用硯としても使用されたであろう。

陶硯は SK140 • S K327から各 1点、 SX363から 2点出土し、 いずれも須恵質の風字碗で

ある。 61は青灰色で焼成は聖綴である。 62は二百硯で堤を設け、裏面はへラケズリ成形されて

いる。

平瓦 (67)はSK160から 1点で、表面には格子タタキ目痕がある。

鉄、浮を出土した土境跡 (327• 334 • 343 • 346 • 353 • 354 • 355 • 358 • 365)が多い。 SK340 

からは鞠羽口 (63)、SK347から刀子 (81)、SK327から縄文時代の石器 (66)も出土して

し、る。

(5) 竪穴住居跡出土遺物

Sl331竪穴住居跡 (第50図，図版32)

- 42 ~ 
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33・34 S K345 

35 S K346 

36 S K353 

第49図 土境出土土器
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土師器杯 (37)の口縁部は内轡ぎみに直線的に立上がり、内外国はロクロナデ成形、体部

下端のみへラケズリ調整、底部は回転糸切り痕である。 38は鉢の底部で、非ロクロ成形である。

(39)は燈色で口底部が直立し、口縁部と胴部の最大幅が同じ。内外ともにロクロナデ痕跡が

明瞭である。なお、 39はS1331廃絶後の埋土から出土したもので時期を異にする。

須恵器杯 (40)はロクロナデ成形、回転へラ切りである。底面に「名Jと墨書されている

〈注 3)。蓋 (41)の天井部は回転へラケズリののち、ロクロナデを施し、口層部に特徴があ

る。護 (42)の口縁部は灰赤色を呈し、胎土@焼成ともに良質@硬質であるq 口縁部外面には

¥ と二f

41 

第50図 S 1331竪穴住居跡出土木器
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1都目文のうえをロクロナデ調整を施しているため、櫛目文は不鮮明である。

81332竪穴住居跡 (第51図，図版32)

土師器杯 (43・44)はロクロナデ成形、回転糸切りである。椀 (45)の内面は縦方向のへ

ラミガキののち黒色処理、外面は 2条の沈線があり全体をへラケズリ調整、下端のみ手持へラ

~----Cイ

にーイ

10醐

第51図 S 1332竪穴住居跡出土土器
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ケズリを用いている。口縁部と底面の一部に黒斑がみられる。

須葱器杯 (47・48)はロクロナデ成形、回転へラ切りである。 47の底面には墨痕がある。

護 (49)の口縁部で頭部は外反しながら立上がる。口縁部にはこ段、一重わ櫛目列点文のうえ

にロクロナデ調整を施しているため、櫛目文は不鮮明である。木葉痕をもっ土器2点、刀子と

思われる鉄製品 1点、そのほか刻書をもっ土器2点出土した。

(6) SX326一括出土遺物 (第52図，図板33)

一

二

品

、

wv

T
A言

第52図 S X326出土土器
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KA • KB88グリッドにまたがって検出した一括土器。第E 第E層上面の南北1.1

mX東西0.5mの範囲から出土したもので、 SX363・391• 392などより後出の時期と考えてよ

し、。

土師器杯 (50・52，__，56)はロクロナデ成形、回転糸切りである。 51の内面は縦@横方向の

へラミガキののち黒色処理され、外出はロクロナデ仕上げ回転糸切り痕である。 52の外面下半

と底面には黒斑がある。

とがわかる。

よる径高指数はおよそ37となり、同一器形の大小関係にあるこ

FJ<紬陶器 S X326一括土器のなかに 5点、さらに南側から l点の計 6点出土し、 同一個体

であろう。小破片のため器種は不明である。胎土は紘密で灰色を去し、国く焼きしまっている。

灰紬は外国にのみかけられ、均一ではなく厚くかかる部分は緑色を皐しまだら状である。

(7) その他的遺構出土遺物 (第53図)

その他の遺構のうち、土師器@ @鉄百5を出土した遺構は、 SX338 . 372 . 375 . 376の

4遺構である。さらに SX372 .376からは騎3J3J口が出土している。

SX338 土師器の杯形土器 (57)でロクロナデ成形、回転糸切りである。

SX372 須恵器の杯形土器 (58)でロクロナデ成形、回転へラ切りで、恵国に墨痕がある。

(8) 各層出土遺物 (第53 55図，図版36 38) 

第 i層は第 2次盛土整地〈明治末期~昭和初期間の整地事業〉で、出土遺物は土師器@須恵

~L7 

57 S X338 

58 S X372 

59 第田層上面

60 第E層上面 第53図 出土遺物①
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器・瓦・縄文時代の石器などがある。第 E腐は吉代~明治初期間の自然堆積土で、出土遺物は

土師器・須恵器・鉄惇などあるが図示できるものはない。鉄片 (82)と思われる破片が 1点あ

る。第百層は古代の遺構面で出土遺物が多い。しかし、地山が第 l次(吉代〉盛土整地土で、

遺構輪郭の確認が至難であったことや、調査地域が北へ傾斜し土砂の流失、再堆積をくり返し

たためか包含層が薄く、遺物は少なかった。第 H層直下から第藍層上田で出土した遺物を取り

上げる。 土師器の杯 (59)はロクロナデ成形、 回転糸切りであり、 SX368廃絶後の遺物で

ある。須恵器葺 (60)の天井部は回転へラケズソ、ロクロナデを施し、口縁部に特徴がある O

瓦は渦巻き叩き痕のある平瓦 (70) と丸瓦 (71) とがある O 埼 (78)は楼色を呈し表面はへラ

ケズリ成形痕があり、わずかにまるみをもっ。現存部の表面Ipffi8 x 12cm、縞6.5cmで、ある。

鉄製品(図版38)のほか、鉄淳、輸羽口などが出土した。

(事) 墨欝土器 (第 4 表，~版35)

61 63 

62 

白
〈二三メ二三コ 64 

口 65 〈二コ 66

61 5 K140 64 5 X363 

62 5 K327 65 5 X363 
10cm 

63 5 K340 66 5 K327 

第54図 出土遺物i?)
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出土遺物(3)
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土器に墨痕、 を確認で

きたのは10点である。土師器

されたものが 3点、須

;志器が 7点であり、その内訳

は口縁部外面に墨書されたも

の2点、底面が 8点である。

(10)認書:pt翼痕のある土

器(第56図，図版37) 

72--74は土器底面の刻書で

ある。この陰刻は「十J.ix

jはむずかしいが、運筆から

みて iXJらしい。 iXJ印

だとすれば、 72.73は最初に

右上から左下へ、さらに左上

から右下へ運び、 74は反対で

ある。いずれも土師器杯の底

面に印されている。

75-77は土器底面

の木葉痕である。 75

は複数の葉脈が見え、

76.77は単葉である。

75.76は土師器護、

77は土師器杯の底面

に残っている。

ヰ小結

今次の調査自的は

政庁北東地区の規模

@構造@変遷を究明

し、遺構@遺物の実

態を把握することに

，;{/r l'Y:; J位.;t:~

14務審亀
戸ほど扱姦;1，:qw鍾欝
%落語ぶダ';~

第長表

73 

第56図 出土遺物(1)
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あった。政庁地区はすでに第12次・ 12次補足@第13次・第28次発掘調査を実施し、全体の半分

を発摺したことになる。これまでの遺構・遺物の事実関係から現段措の見通しをまとめてみた

し、。

政庁域の北側を区画する溝跡については、第12次発掘調査で SDl71・172として報告したが、

本調査では SD139 (S 0171)とSD138、S0142、SD143 (S D172)とした。さらに SD

187を検出し、すベての溝は SD123と連結していることを確認した。務跡は東西方向に走る S

D139ぺ42• 143 • 187の4本と南北方向に走る SD123 • 138の2本に分けられる。溝跡は一直

線に走るのであるが、不規則な掠れをともなっている。東西@南北の溝跡の接続は直角という

よりもわずかに鈍角となっている。土層観察では 2 翁 3阻の切合いを見出せるが、場所によっ

て痕跡状況が異なり、必ずしも決定資料とはなり得ない(注 4)。

以上のように、持跡の変遷は位置。規格 g 尺度などだけでは推断がむずかしく、西側の発掘調

査を待って考究せざるを得ない。

S X363、SX368A・B工房跡内には炉遺構があり、鉄、倖@騎羽口が共伴したことから工房

跡と理解した。 SX363の焼土(炉) 1'" 5 • S X375・SX376とSX383とは施設構造が異な

りそうであるのこれら製鉄遺構が製練か鍛冶(大鍛冶@小鍛冶)のどの段階に属するかは、類

似遺跡の調査と鉄淳@木炭@聴羽口・砂鉄塊などの分析と専門家の協力を得て解明してゆく。

調査区全域より土墳を検出したが、第 3表のように火山灰を含む土;績と含まない土棟、また

欽停を含む土旗と含まない土墳とがある。もし火山灰の降下を一度とすれば、土境問の切合関

係から製鉄遺構の開始時期が先である。

本調査では多量の土器を出土したが、復原図示できたものは少ない。当遺跡では遺構内出土

土器が少なく、わずかに第 9次発掘調査で第 4・5号木簡と共伴した土器が相対年代の基準と

なるにすぎない。そのなかで、 S1331. 332竪穴住居跡出土土器に注目しておきたい。第50図

37と第51図43の土器は嘉祥 2年出土木簡と共伴した土器や秋田城跡第17次発掘調査で出土した

土器群に近いものであろう(注 5)。また第52図45は小松正夫氏の編年「秋田県の土師器。須

恵器についてJ(注 6)にあてはめれば土師器 5類に位置するようである。

この他、掘立柱建物(S B330、SB370A • B、SB380)を検出しているが、政庁建物群

のどの時期に該当するのかなどについては、これまでの数字にわたる発掘成果と関連させなが

ら充分検討してゆきたい。

注 1 S X363工房跡姑床を掘下げてから SB370建物東側柱列を確認した。

注 2 J M86グリッド内において確認した。

注 3 墨書の釈読については東北歴史資料館平川南氏から御教示いただいた。

注4 秋田県払田柵跡調査事務所 「払田柵跡調査事務所年報1977、1978J (1978. 3、19
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持 3)

注 5 秋田市秋田城跡発掘調査事務所 「昭和51年度秋田城跡発掘調査概報J(1972. 3) 

注 6 小松正夫 「秋田県の土師器・須恵器についてJ rシンポジューム歴史時代の土器

編年J (1976. 11) 
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咽第 36次発掘調査

官 調査経過 (第57図)
347 

当史跡管理団体仙北町あて、昭和田年 11353 

11月12日付仙北郡仙北町払田字長森 9番

地後藤清氏より、仙北町払田字大谷地71

の 1(地日田〉に住宅新築のための現状

変更許可申請書が提出された。当事務所 345 

は「第36次発掘調査j として申請地面積

231 nl (建物床面積114.03nl)のうち、

28nlの発掘調査を実施した。

2 発晃溝構 (第58図，図版39)

遺構の発見はなかった。

3 出土遺物 (第59• 

60図，思版39) 

第 3層から土師器12点、須恵

器 5点、合計17点の破片が出土

した。摩滅が著しく詳細は不明

∞ 
JK 

であるが、土師器@須恵器には JG 

杯 e護形土器がある。土師器杯

形土器のなかに底面切離しは不

明であるが、体部下端を手持ち

へラケズワを方包しているものが

1点ある。須恵器杯、形土器4点

のうち、底面切離しは回転糸切

り1点、回転へラ切り 3点であ

.346 I .34.6 

r日一一

第58国 第39次発掘調査実測~
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H一一ー
H'34.00m _一…S

第59図 東壁土層図

令。
E叩ー H=34閃 m_w

d事

本調査では、土器が17点出土した
第60図 南壁土属国

にすぎない。土層観察によると第 1 2層は耕作土の移動、耕地整理などで遺構のj賛否Lがなさ

れたであろう。第 3層は古代の包含層と されるが、遺構とは共伴しなかった。

円

hu



JX 第 37 次発掘調査

官 調査経過 (第61国，図版40) 

管理団体{山北町あて、昭和54年11月28日付{Ill北郡千畑村土地改良区理事長後藤正氏より f土

地改良総合整備事業を施行するにあたり排水路の舗装をするJ旨の現状変更許可申

されたので、 秋田県教育委員会を経由し、昭和54年12月12日付秋教文収第533号をもって、文

化庁へ進達された。

これに対し、文化庁から申請者あて昭年55年 1月14日付委保第 4の1340号をもって「現状変

更の着手は、秋田県教育委員会による発掘調査の終了後とすること。重要な遺構が発見された

場合はその保存を図ること。実施にあたっては秋田県教育委員会の指示を受けること。」との

通知があった。

これを受けた千畑村土地改良区は、昭和55年 4月 2日付千土改発第 1号をもって発掘担当の

依頼を当事務所に提出されたので、当事務所は昭和55年 4月21日付秋教払収第 3号をもって、

埋議文化財緊急調査として「土地改良総合整備事業の排水路装工」に基づき発掘調査を担当施

行する旨を千畑土地改良区理事長後藤正夫氏に回答し、 「第37次発掘調査Jとして実施するこ

ととした。

当調査地域は長森丘陵北東地区から南東地底にわたる広範囲で排水路は常時流水し、また降

雪期に入ったことから発掘調査は国難であった。 は外郭線を横切る範囲としA.B.C.

D地包とした(第61図〉。その他の地域は立合いによる調査とした。

A地区は排水路29号が貫流し、延長880m、 発掘調査面積は約18m"である。 B地区は排水路

19号が貫流し、排水路舗装工事中のため、流水が激しく既設の水路幅が申請幅よりも大きいこ

となどから十分な調査はできなかった。 C地[Kは排水路20号が貫流し、想定外郭東円より南へ

約185mに位置する。発掘調査面積は約11m'である。 D地区は道路横断暗渠で長-森丘陵東端部

分である。

2 (第62----65図，図版40)

(1) A地区 土層は第 1層黒褐色土、第 2層黒褐色土、第 3層砂利層で径 5，....，20cmの小石が

混入、第 4層オリーブ黒色粘質土、第 5層暗オリーブ灰色粘質土の地山で、地山面まで深さ約

O.8mである。土層観察からは遺構の確認はできなかった。

(2) B地区 当地は現在水路面が申請rp&より広い水路であることから謂査はできなかった。
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との周辺は明治39年

頃乾田馬耕により角

材が引抜かれた所で

ある。

(3) c地区土層

は第 1層黒褐色土、

第 2層黒褐色土、第

3層明褐色土、第 4

層縁灰色砂質土、第

5層暗オリーブ粘質

土の地山で、頁石が

混入している。遺講

の確認はできなかっ

たが、第 4層上面で

遺物を検出できたの 刊

で、古代の生活面で

あろう。また、周辺

地域をボーリング棒

による調査と 2ケ所

の試掘により角材列

@角材の基板を確認 00 

できた。本調査区内

で角材列を確認でき

なかったが、農業機

械通行の為の橋の下

を外郭線角材

列が通過して

いることがわ

かっ fこ。

(4) D地区

常時立合い

による調査を

PD十

PA-ト

i
十

l
日

第62図 第37次A地区発掘調査実測殴

第63図 A地区東壁土層圏

門

i
p
h
u
 

十 PD

PA 

nn 
nu 

。。

H 30 80，." 



L F 

l角材亨IJ

LO十 十LO

第64悶 第37次C地箆発掘調査実測度l

H 35.00m 

H 35.0日m
B' 

第65図 C地区南壁土層国

したが、遺構の確認はできなかった。

3 (第66図)
第66図 第37次発揮調査出土土器

(1) A地区発掘調査では出土遺物は検出できなかった。立合い調査により、土師器6点、

2点、石製品 1点採集した。須恵器杯の体部はロクロナデ成形で、底部切離しは回転糸

切り無調整である。

(2) B地区 出土遺物はなかった。

(3) C地区土師器 6 1点出土した。

(4) D地区 出土遺物はなかった。

← 58 



小結

遺構は検出できなかったが、 C地区において角材列の一部を確認できた。またA地区より南

下する排水路29号の延長約880mは立合い調査であったが、 長森丘陵揺南辺におい丈遺物を採

集できたことから、周辺に何らかの遺構が存在していると考えられる。

排水路29号は全域にわたって既存の水路より縮少され、水田面積が広くなるようである。
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X 調査成果の普及と関連活動

古 語盟龍三主{暴行事へ

月日!行事の名称 i 主 題

4 判現地視察(払田補遺跡の概要

5 81現 i1ワ j払田聞の概要

5 . 20 I郷土学

5. 20 I史跡巡

5 . 261史跡見 払田柵遺跡の概要

6 . 11学 習 会i払田柵遺跡の概要

6 . 11現地視察[払田櫛遺跡の概要

5. 12史 跡 巡 りl払田柵遺跡の概要

6 . 18 I研 修 会 i払宝冊遣事D発溜調査D

7 24
1研修

7 24
1現 地見

841現地

8. 6陪見地

9. 19 Iみずほ学園教養 I{山北町の歴史と
講座

9 . 19月見

9 . 28明F

11. 

11. 小西

払田柵遺跡の発掘調査の概要|小西

払回柵遺跡の概要 i小西

一60~ 



12. 1 現地見学 払田柵遺跡の概要 小西秀典 西委仙員北会町郷土史資料調査

12. 18 研 修 lコエ〉、 古代払田柵遺跡の政庁 船木義勝 秋田県南教育事務所
1. 11 秋田県コミュニ 雄勝城 船木義勝 秋田県生涯教育センター

ティカレッジ

1 . 25 秋田県コミュニ 払田柵遺跡 船木
ティカレッジ

1 . 28 払田柵遺跡の現状 小西

{山北町主催第13回産業文化祭 (11月8日r>-J10日〉に、払匝柵跡中松部の遺構配置国ならびに

関係写真を展示す。

2 発掘調査への協力

( 1 )内村遺跡

①所在地 秋田県仙北郡千畑村内村

②期 間 昭和55年 6月10日-6月25日

③ 調査主体 秋田県教育委員会文化課

③ 協力所員 船木義勝、竹村昭雄、高橋f畏

(2)飛鳥平遺跡 (No. 母〉・妻の神車遺跡 (No.24) 

①所在地 秋田県鹿角市

②期 間 昭和55年 9月 1日......11月四日

③調査主体 秋田県教育委員会文化課

④協力所員 船木義勝、竹村昭雄

3 額開会議の開催

第14回顧問会議昭和55年10月6日
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図版31 5 Xお8工房跡出土土器



a‘ 

37 43 

{ 

44 

A 

39 45 

. 

40 47 

， 

41 48 

図版32

S 1331・お2繋穴住居跡出土土器

{ 



} 50 5・

51 5S 

、~

52 56 

} 

. 

53 

図版33 sx認争ー活出土土鶴

} 



67 

圃

区I〓

71 

図版34

1¥35次発燭調査
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払田欄跡調査事務所

t 組織規定

秋田県教育委員会行政組織規則

第 6条〈地方機関の設置〉

名 称 位置

払田柵跡調査事務所 仙北郡(山北町

第7条 文化課の所掌事務は、次のとおりとする。

8 払田柵跡調査事務所に関すること。

第 8条第2項払田柵跡調査事務所の所掌事務は、次のとおりとする。

1 史跡払田柵跡の発掘およびこれに伴う出土品の調査研究に関すること。

2 職員 (昭和56年3月現在〉

職 氏 名 備 考

所 長 梶原忠郎 文化課長兼務

学芸主事 船木義勝

社会教育主事 畠山憲司 文化課兼務
ート一一

主 事 古村武紀 文化課兼務

調査補佐員 竹村昭雄
-1-一一一一

調査補助員 高橋 l畏

整理補助員 田村龍子

整理補助員 高橋敬子
ト一一一一一一一一一

整理補助員 村田嘉一

整理補助員 黒丸千秋

仙北町派遣職員 ノト西 秀典 仙北町教育委員会主事

3 額開

払田柵跡調査事務所の発掘 e 調査研究を適正に実施するため、顧問。を委嘱した。

顧問新野直言〈秋田大学教育学部教授古代史学〉


